
パ
ー
ト
の
権
利

―
―
フ
ラ
ン
ス
の
場
合

（
「
全
労
連
新
聞
」
二
〇
〇
一
年
三
月
）

フ
ラ
ン
ス
政
府
が
、
芸
能
産
業
の
経
営
者
に
、
雇
用
者
と
し
て
の
責
任
を
明
示
す
る
ガ
イ
ド
を
、
た
ま
た
ま
見
る
機

会
が
あ
っ
た
。
文
化
＝
芸
能
を
大
切
に
す
る
姿
勢
は
、
さ
す
が
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
非
常

勤
や
フ
リ
ー
の
労
働
者
、
芸
能
人
の
保
護
に
つ
い
て
の
キ
メ
細
か
さ
に
、
驚
い
た
。

ま
ず
、
使
用
従
属
関
係
に
な
く
、
な
お
か
つ
自
ら
独
立
事
業
者
と
し
て
登
録
し
て
い
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
賃
金
労
働

者
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
は
、
双
方
が
合
意
し
た
契
約
書
に
ど
の
よ
う
な
法
的
整
合
性
が
あ
ろ
う
と
も
、
貫

か
れ
る
、
と
書
い
て
あ
る
。
や
れ
、
請
負
だ
、
委
任
契
約
だ
、
な
ど
と
言
う
言
い
逃
れ
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
。

し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
に
短
期
間
の
、
或
い
は
勤
務
日
や
時
間
が
と
び
と
び
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
や
出
演
者
も
、
期
限

の
な
い
労
働
者
、
日
本
で
い
う
正
社
員
労
働
者
が
受
け
る
社
会
保
障
は
、
す
べ
て
保
証
さ
れ
る
。
健
保
、
労
災
、
失
業

保
険
、
老
齢
年
金
な
ど
す
ぐ
想
像
で
き
る
も
の
は
当
然
と
し
て
、
日
本
で
は
企
業
単
位
で
な
け
れ
ば
無
理
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
、
家
族
手
当
か
ら
付
加
退
職
金
、
寡
婦
（
夫
）
年
金
、
住
宅
補
助
手
当
、
更
に
は
有
給
休
暇
基
金
や
高
度
専
門

パートの権利―フランスの場合

1

職
能
育
成
休
暇
基
金
と
い
う
の
ま
で
、
公
的
制
度
と
し
て
存
在
し
、
半
分
以
上
の
項
目
は
、
使
用
者
だ
け
が
保
険
金
を

納
入
す
る
。
そ
れ
以
外
は
労
使
双
方
負
担
。

こ
の
背
景
に
は
、
産
別
労
働
協
約
が
あ
っ
て
、
こ
の
分
野
の
一
般
拡
張
協
約
や
業
種
別
協
約
が
ず
ら
り
と
紹
介
さ
れ
、

遵
守
義
務
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
や
る
べ
き
事
は
、
ま
だ
山
ほ
ど
あ
る
な
、
と
感
心
し
た
り
ガ
ッ
カ
リ
し
た
り
し
て
い
る
。
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